
ブダペスト日本人学校   

 

     

平成３０年 ３月１１日号  

 

ご卒業おめでとうございます！！ 

 

 本日、無事に卒業証書授与式を行いました。卒業生１４名の皆さんの立派な姿を見て、保護者の皆様もきっ

とお子様の成長を感じられたのではないでしょうか。職員から一言ずつですが、卒業する皆さんへのメッセー

ジです。    

 

○ １４名の卒業生の皆さん、おめでとうございます。小学部、中学部それぞれで

素晴らしいリーダーシップを発揮していました。後輩たちの良き手本となってくれ

たことと思います。明日からその姿を見ることができなくなるのはさみしいですが、

新しい学校でのより一層のご活躍を心から祈っています。くれぐれも健康に気をつ

けて、がんばってください。（校長 四ノ宮） 

 

○ 小学部 11 名、中学部 3 名の卒業生のみなさん、ご卒業おめでとうございます。小鳥たちのさえずりが春

の訪れを告げる時期になりました。そのメロディーとともに、みなさんの新しい門出に心よりエールを送りま

す。ブダペスト日本人学校での経験を生かして、これからも頑張ってください！（副校長 坂井） 

 

○ ご卒業おめでとうございます。小学部１年生とたくさん関わってくれる姿に、いつも優しさと頼もしさを

感じていました。ここで出会った「好きなこと」は、あなたの才能の種かもしれません。大切に育てて、そ

れぞれの花を咲かせてください。みなさんの未来が、たくさんの笑顔で彩られますように。（佐伯） 

 

○ 卒業生のみなさん、おめでとうございます。次のステップを踏み出すあなたたち。希望に満ちた世界へ自

信をもって大きく羽ばたいてください。またみんなに会える日を楽しみにしています。（大久保） 

 

○ ご卒業おめでとうございます。皆と同じように新しい道に踏み出す大谷翔平選手は、入団の記者会見で「本

当にいろいろな方々に支えられて、ここまで来ました。」と言っていました。常に感謝の気持ちと向上心を

持って、新しい道で活躍をしてくれることを楽しみにしています。（佐藤） 

 

○ その美しさだけ愛でる切花よりも、風に吹かれ、雨に打たれ、陽のひかりを受けて、土に根をはり花ひら

く姿を美しく思います。今日卒業を迎えられたみなさんは、まさにその土かおる花の姿ですね。さらなる未

来に向けて輝いてください。（日原） 
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○ 元気で素直な６年生の皆さんとがんばった体育は私の宝物です。これからも、移動はダッシュ！そして、

ブダペスト日本人学校が楽しく過ごせたのは明るくがんばる中３のおかげです。Köszönöm szépen! みなさ

ん、Gratulálok az érettségihez!（今熊） 

 

○ 卒業おめでとうございます！！これから出会うたくさんの人との関わりを大切に、自分の信じる道を歩ん

でいってください。（原田） 

 

○ 卒業おめでとうございます。人は一人では生きていけません。今だってたくさんの人達に支えられてここ

まで来られました。生きることは支え合うことです。常に支えられていることに感謝し、あなたがどのよう

に人を支えることができるのかを全力で模索していきましょう。何事にも全力で！(沼尾) 

 

○ ６年生とは丸２年間図工を、中３生とは昨年度担任＆丸２年間数学を通して共に過ごしました！１４名の

みんなと長い期間関われて、本当に幸せでした！幸せをありがとう、楽しい毎日をありがとう、素敵な思い

出をありがとう。卒業はスタートへ向かう助走です！未来へ向かい、素晴らしいスタートダッシュをしてく

ださい！（日野） 

 

○ 「卒業」という階段を上がりましたね。これはまた、「夢へ近づけた一歩」でもあります。これから待っ

ている困難を楽しみに変えて、これから待っている楽しみを人生の糧に変えて、大きく羽ばたいてください。

みなさんなら必ず世界を見渡せるぐらい高く飛べるはずです。卒業おめでとうございます！（仲川） 

 

○ ご卒業おめでとうございます。これからは新たな人と出会い、新たな物事に出会い、新たな自然と出会い、

新たな世界を知ってください。皆さんが、大きな夢と志をもち、更に飛躍されることを願っています。 

It is in your moments of decision that your destiny is shaped.～運命が決まるのは、あなたが決断す

る瞬間です。～ （雨森） 

 

○ ご卒業おめでとうございます。卒業式はゴールでもあり、次への新しいスタートでもあります。  

しっかりと大地を踏みしめて、次の一歩を踏み出してください。多くの価値に触れ、逞しく育っ 

たみなさんにいつの日か会えることを楽しみにしています。（牛嶋） 


